
対象製品申請リスト　【断熱材】　ＪＩＳ規格製品

■申請者及び申請製品について　※各項目の先頭に“ ● ”がある項目は、ＳＩＩホームページにて公表

　●メーカー名　*１ ＊１　株式会社、有限会社で統一すること。 （株）（有）等の省略をしないこと。

　メーカーコード　*２ ＊２　メーカーコードは、別シートの企業情報にメーカーコードを入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。


　ＪＩＳ規格有無

　ＪＩＳ規格　*３ ＊３　ＪＩＳ規格番号を選択すること（過去３年以内に認証を受けていること）。 ＪＩＳ規格番号ごとにシートを分けて登録すること。　

　ＪＩＳ規格の名称　*４ ＊４　該当するＪＩＳ規格の名称を選択すること。

　ＪＩＳの認証番号　*５ ＊５　当該ＪＩＳの認証番号。ＪＩＳ認証番号を全て入力すること。

■申請製品の詳細

製品番号 ● 詳細種類 種類コード
問合せ窓口の

電話番号
ホームページ等のＵＲＬ

1 コウセイノウポリスチレンフォーム 01 1 高性能グラスウール断熱材１６Ｋ相当 GW マット系 0.041 DXYZ011GW 00-0000-0000 http://www.000001

2 コウセイノウポリスチレンフォーム 02 1 高性能グラスウール断熱材２４Ｋ相当 GW ボード系 0.041 DXYZ021GW 00-0000-0000 http://www.000001

3 ＸＹＺオメガ３４ 03 1 建材畳K型５０ｍｍ厚 TM ボード系 0.041 DXYZ031TM 00-0000-0000 http://www.000001

4 ＸＹＺオメガ３４ 04 1 吹込み用セルロースファイバー２５Ｋ CB 吹込 0.041 DXYZ041CB 00-0000-0000 http://www.000001

　（注１）計算式や関数での入力は行わないこと。

　（注２）環境依存文字（㈱やローマ数字）は、使用しないこと。

　　　　　ローマ数字を使用する際は、それぞれ以下のアルファベットに置き換えること。

　　　　　　例：【 Ⅰ→I（アイ）　　Ⅱ→ＩＩ（アイアイ） 　Ⅴ→Ｖ（ブイ）　 Ⅹ→Ｘ（エックス） 】

　（注３）赤色になるセルは全て入力すること。

※１　自社のカタログ記載の製品名を入力すること。 　　　　　　　　

　　　 製品番号は、製品ごとに連続性を持った２桁の数字を入力すること。

※２　対象製品のＪＩＳ規格の有無を選択すること。

　　　 【　ＪＩＳ規格製品：１　　ＪＩＳ規格準拠製品：２　　供給者適合宣言での登録製品（ＪＩＳ認証未取得製品等）：３　　天井吹込製品：４　　ＪＩＳ規格外製品：５　】

※３　断熱材の詳細種類を選択すること。

  　　 種類コードを選択すること。（右記種類コード表を参照のこと）

※４　断熱材の形状を選択すること。「マット系」、「ボード系」、「吹込」、「吹付」、「その他」の５種。

　　　 吹込・吹付系を選択した場合は、別紙「施工業者登録リスト」の提出も行うこと。

※５　熱伝導率 [ Ｗ/（ｍ・K） ] を入力すること。（ＪＩＳ Ｚ ８４０１に従って四捨五入し、小数点以下３桁に丸めた値。）　（注）計算式や関数での入力は行わないこと。

※６　製品型番は、他の項目を入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。（全９桁））

　　　（メーカーコード：４桁）＋（製品番号：２桁）＋（JIS規格：１桁）＋（種類コード：２桁）

※７　メーカー問合せ窓口の電話番号、メーカーホームページ等のＵＲＬを入力すること。（公開不要の場合は空欄で可）

※８　今回登録申請する製品が既に平成２５年度の本事業で登録されている場合は入力すること。

　DXYZ

　有（ＪＩＳ規格）

　ＪＩＳ Ａ ９５０４ 、ＪＩＳ Ａ ９５１１、ＪＩＳ Ａ ９５２１、ＪＩＳ Ａ ９５２６、ＪＩＳ Ａ ９５２３、ＪＩＳ Ａ ５９１４

　人造鉱物繊維保温材、発泡プラスチック保温材、住宅用人造鉱物繊維断熱材、
　建築物断熱材用吹付け硬質ウレタンフォーム、吹込み用繊維質断熱材、建材畳床

　AB 08 056、AB　08　057

平成２６年度　住宅・ビルの革新的省エネルギー技術導入促進事業費補助金（既築住宅・建築物における高性能建材導入促進事業）

　株式会社高性能断熱工業

● 製品名（カタログ記載の製品名）
※１

● ＳＩＩ製品型番
（９桁）  ※６

● 熱伝導率
[ Ｗ/（ｍ・K） ]

※５

平成２５年度
ＳＩＩ製品型番（１０桁）

※８

断熱材の
形状 ※４

断熱材の種類　※３ ● メーカー情報　※７ＪＩＳ
規格
※２

記入見本 

【断熱材　種類コード】

グラスウール GW ポリエチレンフォーム PE ウレタン吹付け PS

ロックウール RW フェノールフォーム PH 真空断熱材 VP

ＥＰＳ EP グラスウール吹込み GB 建材畳床 TM

押出 XP ロックウール吹込み RB その他 MI

硬質ウレタン PU セルロース吹込み CB



対象製品申請リスト　【断熱材】　ＪＩＳ規格準拠製品

■申請者及び申請製品について　※各項目の先頭に“ ● ”がある項目は、ＳＩＩホームページにて公表

　●メーカー名　*１ ＊１　株式会社、有限会社で統一すること。 （株）（有）等の省略をしないこと。

　メーカーコード　*２ ＊２　メーカーコードは、別シートの企業情報にメーカーコードを入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。


　ＪＩＳ規格有無

　ＪＩＳ規格　*３ ＊３　ＪＩＳ規格番号を選択すること（過去３年以内に認証を受けていること）。ＪＩＳ規格番号ごとにシートを分けて登録すること。　

　ＪＩＳ規格の名称　*４ ＊４　該当するＪＩＳ規格の名称を選択すること。

　ＪＩＳの認証番号　*５ ＊５　当該ＪＩＳの認証番号。ＪＩＳ認証番号を全て入力すること。

　性能評価データを取得した性能評価機関　*６

■申請製品の詳細

製品番号 ● 詳細種類 種類コード
問合せ窓口の

電話番号
ホームページ等のＵＲＬ

1 あったかフォーム 01 2 A種押出法ポリスチレンフォーム保温板１種 XP マット系 0.041 DXYZ012XP 00-0000-0000 http://www.000001

2 あったかフォーム 02 2 A種押出法ポリスチレンフォーム保温板２種 XP ボード系 0.041 DXYZ022XP 00-0000-0000 http://www.000001

3 あったか断熱 03 2 吹込み用グラスウール３０Ｋ相当 GB 吹込 0.041 DXYZ032GB 00-0000-0000 http://www.000001

4 あったか断熱 04 2 吹込み用グラスウール３５Ｋ相当 GB 吹込 0.041 DXYZ042GB 00-0000-0000 http://www.000001

　（注１）計算式や関数での入力は行わないこと。

　（注２）環境依存文字（㈱やローマ数字）は、使用しないこと。

　　　　　ローマ数字を使用する際は、それぞれ以下のアルファベットに置き換えること。

　　　　　　例：【 Ⅰ→I（アイ）　　Ⅱ→ＩＩ（アイアイ） 　Ⅴ→Ｖ（ブイ）　 Ⅹ→Ｘ（エックス） 】

　（注３）赤色になるセルは全て入力すること。

※１　自社のカタログ記載の製品名を入力すること。 　　　　　　　　

　　　 製品番号は、製品ごとに連続性を持った２桁の数字を入力すること。

※２　対象製品のＪＩＳ規格の有無を選択すること。

　　　 【　ＪＩＳ規格製品：１　　ＪＩＳ規格準拠製品：２　　供給者適合宣言での登録製品（ＪＩＳ認証未取得製品等）：３　　天井吹込製品：４　　ＪＩＳ規格外製品：５　】

※３　断熱材の詳細種類を選択すること。

  　　 種類コードを選択すること。（右記種類コード表を参照のこと）

※４　断熱材の形状を選択すること。「マット系」、「ボード系」、「吹込」、「吹付」、「その他」の５種。

　　　 吹込・吹付系を選択した場合は、別紙「施工業者登録リスト」の提出も行うこと。

※５　熱伝導率 [ Ｗ/（ｍ・K） ] を入力すること。（ＪＩＳ Ｚ ８４０１に従って四捨五入し、小数点以下３桁に丸めた値。）　（注）計算式や関数での入力は行わないこと。

※６　製品型番は、他の項目を入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。（全９桁））

　　　（メーカーコード：４桁）＋（製品番号：２桁）＋（JIS規格：１桁）＋（種類コード：２桁）

※７　メーカー問合せ窓口の電話番号、メーカーホームページ等のＵＲＬを入力すること。（公開不要の場合は空欄で可）

※８　今回登録申請する製品が既に平成２５年度の本事業で登録されている場合は入力すること。

平成２６年度　住宅・ビルの革新的省エネルギー技術導入促進事業費補助金（既築住宅・建築物における高性能建材導入促進事業）

● 製品名（カタログ記載の製品名）
※１

断熱材の種類　※３
断熱材の
形状 ※４

● 熱伝導率
[ Ｗ/（ｍ・K） ]

※５

● ＳＩＩ製品型番
（９桁）  ※６

　株式会社高性能断熱工業

　DXYZ

平成２５年度
ＳＩＩ製品型番（１０桁）

※８

＊６　性能評価データを取得した性能評価機関は、当該断熱材について、過去３年以内に性能評価を受けた第三者性能評価機関の
名称を入力すること。

　有（ＪＩＳ規格準拠）

　ＪＩＳ Ａ ９５０４ 、ＪＩＳ Ａ ９５１１、ＪＩＳ Ａ ９５２１、ＪＩＳ Ａ ９５２６、ＪＩＳ Ａ ９５２３、ＪＩＳ Ａ ５９１４

　人造鉱物繊維保温材、発泡プラスチック保温材、住宅用人造鉱物繊維断熱材、
　建築物断熱材用吹付け硬質ウレタンフォーム、吹込み用繊維質断熱材、建材畳床

　AB 08 056、AB　08　057

　一般財団法人　建材試験センター

● メーカー情報　※７ＪＩＳ
規格
※２

記入見本 

【断熱材　種類コード】

グラスウール GW ポリエチレンフォーム PE ウレタン吹付け PS

ロックウール RW フェノールフォーム PH 真空断熱材 VP

ＥＰＳ EP グラスウール吹込み GB 建材畳床 TM

押出 XP ロックウール吹込み RB その他 MI

硬質ウレタン PU セルロース吹込み CB



対象製品申請リスト　【断熱材】　供給者適合宣言での登録製品（ＪＩＳ認証未取得製品等）

■申請者及び申請製品について　※各項目の先頭に“ ● ”がある項目は、ＳＩＩホームページにて公表

　●メーカー名　*１ ＊１　株式会社、有限会社で統一すること。 （株）（有）等の省略をしないこと。

　メーカーコード　*２ ＊２　メーカーコードは、別シートの企業情報にメーカーコードを入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。


　ＪＩＳ規格有無

　ＪＩＳ規格　*３ ＊３　ＪＩＳ規格番号を選択すること（過去３年以内に認証を受けていること）。ＪＩＳ規格番号ごとにシートを分けて登録すること。　

　ＪＩＳ規格の名称　*４ ＊４　該当するＪＩＳ規格の名称を選択すること。

　性能評価データを取得した性能評価機関　*５

　品質保証の認証番号　*６ ＊６　ＩＳＯ９００１等の認証番号をすべて入力すること。

■申請製品の詳細

製品番号 ● 詳細種類 種類コード
問合せ窓口の

電話番号
ホームページ等のＵＲＬ

1 あったかフォーム2 01 3 A種押出法ポリスチレンフォーム保温板１種 XP マット系 0.041 DXYZ013XP 00-0000-0000 http://www.000001

2 あったかフォーム2 02 3 A種押出法ポリスチレンフォーム保温板２種 XP ボード系 0.041 DXYZ023XP 00-0000-0000 http://www.000001

3 あったか断熱2 03 3 吹込み用グラスウール３０Ｋ相当 GB 吹込 0.041 DXYZ033GB 00-0000-0000 http://www.000001

4 あったか断熱2 04 3 吹込み用グラスウール３５Ｋ相当 GB 吹込 0.041 DXYZ043GB 00-0000-0000 http://www.000001

　（注１）計算式や関数での入力は行わないこと。

　（注２）環境依存文字（㈱やローマ数字）は、使用しないこと。

　　　　　ローマ数字を使用する際は、それぞれ以下のアルファベットに置き換えること。

　　　　　　例：【 Ⅰ→I（アイ）　　Ⅱ→ＩＩ（アイアイ） 　Ⅴ→Ｖ（ブイ）　 Ⅹ→Ｘ（エックス） 】

　（注３）赤色になるセルは全て入力すること。

※１　自社のカタログ記載の製品名を入力すること。 　　　　　　　　

　　　 製品番号は、製品ごとに連続性を持った２桁の数字を入力すること。

※２　対象製品のＪＩＳ規格の有無を選択すること。

　　　 【　ＪＩＳ規格製品：１　　ＪＩＳ規格準拠製品：２　　供給者適合宣言での登録製品（ＪＩＳ認証未取得製品等）：３　　天井吹込製品：４　　ＪＩＳ規格外製品：５　】

※３　断熱材の詳細種類を選択すること。

  　　 種類コードを選択すること。（右記種類コード表を参照のこと）

※４　断熱材の形状を選択すること。「マット系」、「ボード系」、「吹込」、「吹付」、「その他」の５種。

　　　 吹込・吹付系を選択した場合は、別紙「施工業者登録リスト」の提出も行うこと。

※５　熱伝導率 [ Ｗ/（ｍ・K） ] を入力すること。（ＪＩＳ Ｚ ８４０１に従って四捨五入し、小数点以下３桁に丸めた値。）　（注）計算式や関数での入力は行わないこと。

※６　製品型番は、他の項目を入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。（全９桁））

　　　（メーカーコード：４桁）＋（製品番号：２桁）＋（JIS規格：１桁）＋（種類コード：２桁）

※７　メーカー問合せ窓口の電話番号、メーカーホームページ等のＵＲＬを入力すること。（公開不要の場合は空欄で可）

※８　今回登録申請する製品が既に平成２５年度の本事業で登録されている場合は入力すること。

　有（供給者適合宣言）

　ＪＩＳ Ａ ９５０４ 、ＪＩＳ Ａ ９５１１、ＪＩＳ Ａ ９５２１、ＪＩＳ Ａ ９５２６、ＪＩＳ Ａ ９５２３、ＪＩＳ Ａ ５９１４

　人造鉱物繊維保温材、発泡プラスチック保温材、住宅用人造鉱物繊維断熱材、
　建築物断熱材用吹付け硬質ウレタンフォーム、吹込み用繊維質断熱材、建材畳床

　一般財団法人　建材試験センター

　JQA56702

平成２６年度　住宅・ビルの革新的省エネルギー技術導入促進事業費補助金（既築住宅・建築物における高性能建材導入促進事業）

＊５　性能評価データを取得した性能評価機関は、当該断熱材について、過去３年以内に性能評価を受けた第三者性能評価機関の
名称を入力すること。

ＪＩＳ
規格
※２

平成２５年度
ＳＩＩ製品型番（１０桁）

※８

● メーカー情報　※７

　株式会社高性能断熱工業

　DXYZ

● 製品名（カタログ記載の製品名）
※１

断熱材の種類　※３
断熱材の
形状 ※４

● 熱伝導率
[ Ｗ/（ｍ・K） ]

※５

● ＳＩＩ製品型番
（９桁）  ※６

記入見本 

【断熱材　種類コード】

グラスウール GW ポリエチレンフォーム PE ウレタン吹付け PS

ロックウール RW フェノールフォーム PH 真空断熱材 VP

ＥＰＳ EP グラスウール吹込み GB 建材畳床 TM

押出 XP ロックウール吹込み RB その他 MI

硬質ウレタン PU セルロース吹込み CB



対象製品申請リスト　【断熱材】　天井吹込製品

■申請者及び申請製品について　※各項目の先頭に“ ● ”がある項目は、ＳＩＩホームページにて公表

　●メーカー名　*１ ＊１　株式会社、有限会社で統一すること。 （株）（有）等の省略をしないこと。

　メーカーコード　*２ ＊２　メーカーコードは、別シートの企業情報にメーカーコードを入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。


　ＪＩＳ規格有無

　ＪＩＳ規格　*３ ＊３　ＪＩＳ規格番号を選択すること（過去３年以内に認証を受けていること）。 ＪＩＳ規格番号ごとにシートを分けて登録すること。　

　ＪＩＳ規格の名称　*４ ＊４　該当するＪＩＳ規格の名称を選択すること。

　ＪＩＳの認証番号　*５ ＊５　当該ＪＩＳの認証番号。ＪＩＳ認証番号を全て入力すること。

　性能評価データを取得した性能評価機関　*６ ＊６　性能評価データを取得した性能評価機関は、当該断熱材について、過去３年以内に性能評価を受けた第三者性能評価機関の名称を入力すること。

■申請製品の詳細

製品番号 ● 詳細種類 種類コード
問合せ窓口の

電話番号 ホームページ等のＵＲＬ

1 ＸＹＺオメガ３４ 01 4 天井断熱工事用吹込みグラスウール１０Ｋ GB 吹込 2.7 0.047 130 以上 DXYZ014GB 00-0000-0000 http://www.000001

　（注１）計算式や関数での入力は行わないこと。

　（注２）環境依存文字（㈱やローマ数字）は、使用しないこと。

　　　　　ローマ数字を使用する際は、それぞれ以下のアルファベットに置き換えること。

　　　　　　例：【 Ⅰ→I（アイ）　　Ⅱ→ＩＩ（アイアイ） 　Ⅴ→Ｖ（ブイ）　 Ⅹ→Ｘ（エックス） 】

　（注３）赤色になるセルは全て入力すること。

※１　自社のカタログ記載の製品名を入力すること。 　　　　　　　　

　　　 製品番号は、製品ごとに連続性を持った２桁の数字を入力すること。

※２　対象製品のＪＩＳ規格の有無を選択すること。

　　　 【　ＪＩＳ規格製品：１　　ＪＩＳ規格準拠製品：２　　供給者適合宣言での登録製品（ＪＩＳ認証未取得製品等）：３　　天井吹込製品：４　　ＪＩＳ規格外製品：５　】

※３　断熱材の詳細種類を選択すること。

  　　 種類コードを選択すること。（右記種類コード表を参照のこと）

※４　断熱材の形状を選択すること。「マット系」、「ボード系」、「吹込」、「吹付」、「その他」の５種。

　　　 吹込・吹付系を選択した場合は、別紙「施工業者登録リスト」の提出も行うこと。

※５　熱抵抗値[ ㎡・K/W） ] を入力すること。（ＪＩＳ Ｚ ８４０１に従って四捨五入し、小数点以下１桁に丸めた値。）　（注）計算式や関数での入力は行わないこと。

※６　熱伝導率 [ Ｗ/（ｍ・K） ] を入力すること。（ＪＩＳ Ｚ ８４０１に従って四捨五入し、小数点以下３桁に丸めた値。）　（注）計算式や関数での入力は行わないこと。

※７　厚み [ ｍｍ ] を入力すること。　（注）計算式や関数での入力は行わないこと。

※８　製品型番は、他の項目を入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。（全９桁））

　　　（メーカーコード：４桁）＋（製品番号：２桁）＋（JIS規格：１桁）＋（種類コード：２桁）

※９　メーカー問合せ窓口の電話番号、メーカーホームページ等のＵＲＬを入力すること。（公開不要の場合は空欄で可）

※１０　今回登録申請する製品が既に平成２５年度の本事業で登録されている場合は入力すること。

　吹込み用繊維質断熱材

　AB 08 056、AB　08　057

● 製品名（カタログ記載の製品名）
※１

断熱材の種類　※３
断熱材の
形状 ※４

● 熱抵抗値
[ ㎡・K/W ]

※５

　一般財団法人　建材試験センター

ＪＩＳ
規格
※２

平成２６年度　住宅・ビルの革新的省エネルギー技術導入促進事業費補助金（既築住宅・建築物における高性能建材導入促進事業）

　株式会社高性能断熱工業

　DXYZ

　有（天井吹込）

　ＪＩＳ Ａ ９５２３

● ＳＩＩ製品型番
（９桁） ※８

● メーカー情報　※９ 平成２５年度
ＳＩＩ製品型番（１０桁）

※１０

● 熱伝導率
[ Ｗ/（ｍ・K） ]

※６

● 厚み
[ ｍｍ ]

※７

記入見本 

【断熱材　種類コード】

グラスウール GW ポリエチレンフォーム PE ウレタン吹付け PS

ロックウール RW フェノールフォーム PH 真空断熱材 VP

ＥＰＳ EP グラスウール吹込み GB 建材畳床 TM

押出 XP ロックウール吹込み RB その他 MI

硬質ウレタン PU セルロース吹込み CB



対象製品申請リスト　【断熱材】　ＪＩＳ規格外製品

■申請者及び申請製品について　※各項目の先頭に“ ● ”がある項目は、ＳＩＩホームページにて公表

　●メーカー名　*１ ＊１　株式会社、有限会社で統一すること。 （株）（有）等の省略をしないこと。

　メーカーコード　*２ ＊２　メーカーコードは、別シートの企業情報にメーカーコードを入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。


　ＪＩＳ規格有無

　ＪＩＳ規格の名称

　性能評価データを取得した性能評価機関　*３

■申請製品の詳細

製品番号 ● 詳細種類 種類コード
問合せ窓口の

電話番号
ホームページ等のＵＲＬ

1 真空くん 01 5 真空断熱材 VP その他 0.002 DXYZ015VP 00-0000-0000 http://www.000001

2 真空くん 02 5 真空断熱材 VP その他 0.002 DXYZ025VP 00-0000-0000 http://www.000001

3 真空くん2 03 5 真空断熱材 VP その他 0.002 DXYZ035VP 00-0000-0000 http://www.000001

4 真空くん2 04 5 真空断熱材 VP その他 0.002 DXYZ045VP 00-0000-0000 http://www.000001

　（注１）計算式や関数での入力は行わないこと。

　（注２）環境依存文字（㈱やローマ数字）は、使用しないこと。

　　　　　ローマ数字を使用する際は、それぞれ以下のアルファベットに置き換えること。

　　　　　　例：【 Ⅰ→I（アイ）　　Ⅱ→ＩＩ（アイアイ） 　Ⅴ→Ｖ（ブイ）　 Ⅹ→Ｘ（エックス） 】

　（注３）赤色になるセルは全て入力すること。

※１　自社のカタログ記載の製品名を入力すること。 　　　　　　　　

　　　 製品番号は、製品ごとに連続性を持った２桁の数字を入力すること。

※２　対象製品のＪＩＳ規格の有無を選択すること。

　　　 【　ＪＩＳ規格製品：１　　ＪＩＳ規格準拠製品：２　　供給者適合宣言での登録製品（ＪＩＳ認証未取得製品等）：３　　天井吹込製品：４　　ＪＩＳ規格外製品：５　】

※３　断熱材の詳細種類を選択すること。

  　　 種類コードを選択すること。（右記種類コード表を参照のこと）

※４　断熱材の形状を選択すること。「マット系」、「ボード系」、「吹込」、「吹付」、「その他」の５種。

　　　 吹込・吹付系を選択した場合は、別紙「施工業者登録リスト」の提出も行うこと。

※５　熱伝導率 [ Ｗ/（ｍ・K） ] を入力すること。（ＪＩＳ Ｚ ８４０１に従って四捨五入し、小数点以下３桁に丸めた値。）　（注）計算式や関数での入力は行わないこと。

※６　製品型番は、他の項目を入力すると自動入力されるため直接入力しないこと。（全９桁））

　　　（メーカーコード：４桁）＋（製品番号：２桁）＋（JIS規格：１桁）＋（種類コード：２桁）

※７　メーカー問合せ窓口の電話番号、メーカーホームページ等のＵＲＬを入力すること。（公開不要の場合は空欄で可）

※８　今回登録申請する製品が既に平成２５年度の本事業で登録されている場合は入力すること。

ＪＩＳ
規格
※２

● メーカー情報　※７

　無

　一般財団法人　建材試験センター ＊３　性能評価データを取得した性能評価機関は、当該断熱材について、過去３年以内に性能評価を受けた
　　　 第三者性能評価機関の名称を入力すること。

平成２６年度　住宅・ビルの革新的省エネルギー技術導入促進事業費補助金（既築住宅・建築物における高性能建材導入促進事業）

平成２５年度
ＳＩＩ製品型番（１０桁）

※８

● 製品名（カタログ記載の製品名）
※１

断熱材の種類　※３
断熱材の
形状 ※４

● 熱伝導率
[ Ｗ/（ｍ・K） ]

※５

● ＳＩＩ製品型番
（９桁）  ※６

　株式会社高性能断熱工業

　DXYZ

　無

記入見本 

【断熱材　種類コード】

グラスウール GW ポリエチレンフォーム PE ウレタン吹付け PS

ロックウール RW フェノールフォーム PH 真空断熱材 VP

ＥＰＳ EP グラスウール吹込み GB 建材畳床 TM

押出 XP ロックウール吹込み RB その他 MI

硬質ウレタン PU セルロース吹込み CB


